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と書け,Cs, 会 はそれぞれ,等方性,cubic異方性の相互作用で,欠陥との相互作用 F はC
random potentialLPv(V)-Nvexp卜 (8A)1 J-ddxiV2(-i)〕即ち,<V(xl)V(yl)>
-A♂d(xJ y⊥) で表わされる場合を考えるo系の dynami csは stochasticLangevin方





















∂*はくりこまれた欠陥の相互作用の値, 甲は randomnessに対する crossover指数,⊥W)
は伸びに欠陥に垂直(平行 )な方向の成分, Z⊥, Z〟 は動的臨界指数を表わすo
Ik言の固定点から系の freeenergyの不安定領域 (図2の斜線の下側 )-流れ去る軌跡上
で一次相転移が現われ,293- 48(a-∂*)+390-0の面が三重臨界点の面になるo三重臨
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これらの結果から得られる主な特徴は(1)欠陥は spin-spin或は energy-energy の相関の
相互作用路をたち切る働きをして,短距離相関を強め(cf･･ ワ⊥,巧⊥), 長距離相関を弱め
(γ,yl,リ〝)るo即ち,見かけ上次元を下げ,古典的な振舞に近づくoこの傾向は平行成分
より垂直成分において顕著であり, 比熱は発散しないo (2)伸びた欠陥は crossoV-er指数 や
-ap+Edyp(ap,ypは規則系の指数 α,〟)を広い範囲にわたって正の値,即ち,無秩序系に
特有な性質を出現させるo(3)指数 tyl,yu,T,7N,i,zliは ed,6 とともに増えるO
(4)cubic異方性は軸方向に容易磁化方向を取るので更にゆらぎの効果を小さくするo
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